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附録
ここで扱うのは|司種Fermi 粒子の系であるカヤその相互作用のポテンシャノレが核子聞の力のように近距
離での強い斥力 (hard core) とその外に続く引力の部分とからなる場合を問題にするのである。この様
な場合には掘観論の第一五似~至 Hortrεe-Fock の近似は無限大の行列要素を合むため適用不可能となる凸
乙の困難を避けるため，エネノレギーの計算の際にポテンシャノレの行列要素の代りに撮動論のさらに高次の
項の一部を取入れた t-行列を用いる方法が Brueckner により導入された。これにより hard core の困難は
避けられたのであるが，相互作用が他に引力部分を含む場合に乙の t-行列!の要素が引力の強さの画数とし
て特異点(極)を持ち得る事が判って来たりこの事については二つの考え方があって，一方はこの極が束
縛状態にある粒子の対が系内に存:在する事を意味すると解釈し，他方はこの極は近似不十分のため現われ
たもので近似をよくすれば元来現われるはずのないものだと解釈する口後者の立場に立てばこの極を除去
するような撮動論的な項を見出す事が必要で-あるが，それは未だ成功していない口この論文はそれを為そ
うとするのであるロ
Brueckner の方法と撮動論の第一近似との相異は，後者が相互作用を無視した場合の二体の波動画数
を用いてポテンシャ Jレの期待値を計算するのに反し，前者が相互作用を考慮に入れた波動回数を用いる点
にあるロ但しここでは相互作用の結果として占拠状態へ散乱する事は禁止されているものとするロこの場
-51-
合占拠状態として他の粒子の占める状態ばかりでなく，励起状態に出た二つの粒子が残す空孔状態も含ま
れている事に注意、しよう。 Brueckner がこのような結果を得た理由は，一つには掃動論のエネルギ一公式
が中間状態として何時でも元の状態を除外するようになっているためであり， もう一つにはこの公式の中
でも代表的な項だけしか取らなかったためである。しかし残りの代表的でない項は如何にも複雑で簡単な
過程には対応しないけれども，波動画数の規格化という観点からは大切な意味を持っているつそれ故この
論文では乙れらの項の中で散乱された二粒子の残す空孔に関係ある部分を詳しく調べてエネルギーの表式
を求めたっその結果として得られる表式では引力の強さの且数としての極が取除かれているうまた，エネ
ルギーを計算するのに用いる二体波動車i数の運動方程式が他の粒子の占める状態への散乱立禁止するが，
自ら残して来た空孔に入る事は許容する性質のものである事も示した。
以上で掃動論のどの項が従来欠けていたかが判明したが，無限に広がった系の場合は格別の注意が必要
である。今までの Brueckner の理論では t-行列の極に相当する所謂共鳴エネルギー以外の処で、は何の異常
も無いものと考えられていたゥしかしここでの研究によりこの極が除かれる事と，共鳴エネルギーより更
に Fermi面に近い粒子の対に対しては従来考えられていたよりも低いエネルギーを与える分岐があり，そ
れが系の体積とともに無限大になる事が知れたっこの結論ほ所謂共鳴エネルギーが実夜の束縛状態を表わ
すとの解釈を覆し，かっ他方超伝導物質の研究から知られる事実と矛盾しないっというのは第一にこのよ
うな物質ではその特性は Fermi面に近い粒子の対によるものであり，第二にその物理的性質は相互作用の
強さの画数として解析的でなく撮動論の適用が不可能だからである。 t-行列の極を除く試みは今まで成功
していないが，それ等はもし仮に成功したとすると却って無限大の系に関する上記の二つの性質に反する
ようなものであっ?こ。
最後にこの論文が他の今までの不成功に終った試みとどこが相違しているかを述べる。今までの試みで
は二つの空孔がJ恒に対を為して運動するものとし，乙の対を Bose 粒子として扱っているつしかしこの対
は実は二つのFermi 粒子から成るので，同じ状態に二つの空孔は実現出来ないのであるつ乙の論文は今ま
で無視されていたこの事実に注目したのであって，空孔に対する排他原理を考慮したものといえるの
論文の審査結果の要旨
相互作用するフェルミ粒子系のエネルギーを計算する最も代表的な近似はハートレー・フォック近似で
あるが， ζ れは原子核のように粒子聞に近距離で強い斥力が働く場合には応用できぬ口この理論的取扱い
の困難を避けるためブ、Jレックナーによって t-行列が導入されたが，これにも実は不都合な点があり，それ
が乙の論文で論ずる処である。その不都合な点とは t- 行列が引力の強さの画数として極を持つ乙とであり，
それを真正直に解釈すると核内の核子が共鳴状態に入ることになる。一万乙の解釈は不明瞭な点もあるの
で上記の極が理論の近似度を上げることによって除去される乙とを証明しようとした誠みがあるのだが，
これらはすべて成功しなかった口というのはある理論は， t-行列にさらに他の極を持ち込むことになり，
他のものは実でないエネルギーの値を与えたからである。当論文では，エネルギーに対して今までの人達
によって考えられていなかった寄与を考えることによって，上述の理論的困難に解決を与えたヮここで判
然とした結果は
円ノ』
①上記の極が形式的に二粒子の共鳴状態に類似してはいるが，系内に実在する束縛対を表わすものでなく，
従って超電導物質との対応において従来行なわれていた解釈は，誤まりであることの
② t-行列の極を除去するような寄りは散乱された粒子対がいつで、も元の状態に戻れるという事実に対応レ
ている口
@ ②の寄与を考慮する際，従来のように空孔に対してパウリの排他律が働いていることを無視すると満
足な結果が得られずこれが非常に大切であること。等である。
この仕事は相互作用しているフェルミ粒子系の取扱いにおける理論的困難を解決したという意味におい
て重要な意味を有するものであるの勿論陣士論文としてもその価値を十分有するものと認めるつ
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